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環境の都ニュース環境の都ニュース環境の都ニュース環境の都ニュース
       花にしき 
  
 私たち「花にしき」は2010年に「女の居場所」として発足しました。途中で「花 

にしき」と名称変更して現在に至っています。主に55歳以上の女性が毎週金曜日に 

バンビオに集まって活き活きと多方面で活躍しています。お花見から始まって季節 

ごとのハイキング、各種施設見学会（工場見学、老人ホームなど）、テーマを決め 

て勉強会、主に健康や介護について講師をお招きして出前講習会、手芸などわいわ 

い明るく楽しんでいます。お盆前には心静かに写経に挑戦し、そのあとはお茶を点 

ててほっこり憩います。実はお茶をいただきながらおしゃべりのほうが楽しみとい 

うこともあります。昨年度、レシピのみを頼りに初めてそばうちに挑戦しました。 

予想外に上手にうちあがったそばに舌鼓し、みんなさすが主婦のプロだと感動し、 

毎年のイベントにしようと話しています。 

 私たち世代の女性は、今までの人生においてはすべてつれあいのため、子供のた 

め、また親兄弟のためにとずっと家族の要であり、ゆっくりわが身を顧みる余裕な 

く過ごしてきたように思います。この歳になって初めて、自分のためだけに時間が 

使える、楽しめる！新しいことに挑戦できる！ようになりました。一人だけではちょ 

っと躊躇する場所でも仲間と一緒だと出掛けられるし、どんどん質問もできる。と 

                     かくシルバーって何かとマイナスイメージに捉えがちですが、実 

                     際は心がけ一つで潜在能力にあふれていると思っています。とは 

                     いっても、体力は確実に低下傾向です。私たちは毎回の行事にお 

                     いても各自の体調第一、絶対に無理はしないように心掛けながら 

                     ゆっくりのんびりみんなで楽しい時間を共有しています。                                              

                      「環境の都」様には大変お世話になっております。この数年間 

                     「竹あそび」に参加させていただいて、にぎやかにバザーに挑戦 

                     したり、お手入れされた竹やぶにてバーベキューをさせていただ 

                     いております。 

                      どうか興味をお持ちの方がおられましたら、ぜひ一度覗いてみ 

                     てください。お声をかけてください。いつもお待ちしています。 

                                     花にしき 富森恵美子（075-951-6876） 

                                               
環境教育 ＰＪT 

第８２回 環境教育ミーティング （平成２７年度のテーマ：自然と環境） 

環境生物研究会代表 

城陽環境パートナーシップ会議運営委員 

リーダー：西村 日出男 

日時：平成２７年 11月 26日(木) 

会場：長岡京市立 中央公民館 ２階・講座室 
講師：中川 宗孝さん   
 

夜７～９時 
 

  ★ お話しの内容 ★ 京都府RDBの希少生物に生態系を

攪乱する外来生物や激増する特定種の現状報告に、絶滅種の

再発見など自慢のエピソードを添え、環境学習指導や自然観察

会に研修会の開催といった啓蒙活動の一端を紹介します。 
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ビオトープ ＰＪT 
9月19日(土)、汗が噴き出るほど 

の暑い日でしたが、子供たちは 

徒歩で学校から1時間をかけて現地に到着。環境の都づくり会議の活動紹

介の後、自然の地形を活かした手作りのフィールドアスレチックを楽しみ

ました。１人乗りロープウエイ (右写真)、ハンモックのゆりかご、ター

ザン型ブランコ、最大の難関は標高20mほどの急傾斜の足場の悪い竹やぶ

の道の上り下り。大人はぜーぜーハーハー、子供たちは足取りも軽くひょ

いひょい谷渡り。自然の中で楽しそうにはしゃぐ子供たちに元気を頂いた 

                     一日でした。 参加児童18 

                     名、父兄他 8名（写真右） 

                                            小根田、湯川(圭) 

神足小、すくすく教室 ～小泉川水遊び～ 
 10月3日(土)、雨上がりの小泉川上流で魚取り、サワガニ捕り、笹

船流し、石投げ遊びで半日楽しみました。少し冷い水も子供たちは

お構いなし。ズボンを濡らしながら元気いっぱい大はしゃぎ。 2 時

間ほどの川遊びはあっという間。後ろ髪をひかれながらバスに乗り

込みました。（写真左）参加児童 26名、父兄他 8名。  

                       西村(孟）、神山 

             

      「第７回竹あそび」  テーマ「天の川」の取組み  
今年の「竹灯りテーマ設定」で議論の結果、星を表現しょう言う事で「天の 

川」に決まりました。小根田チーフの作図を元に９月７日～10月10日の当日 

にかけて、連日延べ日数13日間、参加人数100人擁して完成に至る事ができ 

ました。100人の内には女性グループ「花にしき」会からも、例年通り４日 

間で18名もの応援をして頂きました。 

                  さて本番の灯りは竹筒150本で天の川 

                  を描き上下に竹籠で作成した織り姫 

                  と彦星を配置して天空のロマンを再 

                  現しました。ロウソクに火がともる 

                  と一斉に歓声があがりました。私もメンバ-もその美しさに感動しました。 

                  来場者の皆さん関係者の皆さん有難うございました。翌日からは又本来の 

                  放置竹林の再生作業に戻り間伐・焼却・草苅・柵の更新等多忙な日々が続 

                  きます。メンバーは元よりボランテイアの参加や新会員(募集中)でこれか 

                  らも西山の緑を守って行きます。    竹林再生PJT代表 湯川圭造                                                    P2 

四小、すくすく教室 ～金ケ原フィールドアスレチック～ 

自然の持つ力を子どもたちに伝えたい! 環境の都つ

くり会議 花いっぱいメンバ－の方と協力し合い、

園舎の窓に8mの大きなグリーンカーテンを設置しま

した。すくすく伸びるゴーヤカ-テンを毎日保護者の

方と一緒に登降園する際に「大きくなったね。すご

いね。きれいだね。」と親子の会話が、聞かれまし

た。プールや水あそびを満喫しながら、子どもたち

と一緒にすくすく成長した、今回の取り組みがグリ

ーンカーテンコンテストにて、団体部門 優秀賞を

いただきました。今回の取り組みを継続し、省エネ

にもつながるよう子どもたちと一緒に継続していき

たいと思います。   

            ゆりかご保育園長 高橋由紀子 

     秋の植え替え 
10年続けてきた花壇も昨年から花の育ち

が芳しくない箇所が発生したため、そこ

には新しい土をブレンドして、苗ではな

く水仙の球根を植えつけて様子を見るこ

とにしました。 

毎回数百株の古株を抜き捨てに行き、耕

し、同じだけ植えて水を遣る。半日で作 

業を終えられるのか不安に思われました 

            が、無事完了 

            できたことに 

            はメンバー全 

            員自分に拍手 

            です。 

 レポーター  奥西弘武                                                                                                                                                                                            

 子どもたちと共に育ったグリ-ンカ-テン 

屋上まで届いたゴーヤ 

花を咲かそう ＰＪT 

竹林再生 ＰＪT 



里山再生 ＰＪT 
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みなさんの環境保全 五・七・五 
ワーゲンが 車線変更 恥ずかしげ  (NH) 

秋の夜に エコで楽しい 竹灯り      (EM) 

期限切れ まじかな食品 食べ過ぎて (TS) 

またゴミか くいを残さぬ 建て替えも(SR) 

デロリアン 明日を変える 今日のゴミ (NH) 

第14回  自然素材のクリスマスツリーづくりのご案内 
 
森の手入れの活動の一環として、毎年１１月に西山や河川敷の自然素材を 

使ってリースやツリーをつくっています。大変好評で今年で14年目を迎え 

ます。              日時 平成27年11月28日（土） 

                    10時～12時 

                 場所 多世代交流センター（こらさ） 

                    １階 学習室２ 

                 指導 八木麻里先生 

                    （花のアトリエY´Sガーデン） 

                 定員 先着20名様まで(中学生以上)  

                 参加費 一人700円（部屋代、保険代、材料代、お茶代を含む） 

                 持ち物 はさみ、花ばさみ、きり・のこぎり・ペンチ、 

                     エプロン、お持ち帰り袋（お家にあれば）  

                                  申し込み方法 電話075-951-0933 加藤 

 里山再生PJT 加藤克己          受付開始 １１月２日（月）９時より 

      牛乳パックをリサイクルしましょう 
１０月１８日（日）、クリーンプラザおとくにで開催された「リサイ 

クルフェアー」で、「使用済み牛乳パック」を使った「リサイクル工 

作」を行いました。（写真右） 

切り取った牛乳パックを使って、「ぶんぶんゴマ」や「パッチンかえ 

る」、「木登りサルさん」（写真下）の工作を、２００人以上の児 

童、乳幼児、ご家族に楽しんでいただきました。 

ご家庭で使用後、回収された牛乳パックは、トイレットペーパーやテ 

ィッシュ、ノート等に再利用されます。 

牛乳パックを１枚リサイクルすると、ＣＯ２（シーオーツー、二酸化 

                                     炭素）の排出を２３.４ｇ削減できます。これはエアコンを約１時間運 

                                     転したときにでるＣＯ２に相当します。（注） 

                                     長岡京市では、市役所初め、各スーパーや地域の集団古紙回収などで 

                                     回収されています。最近では多くのご家庭で回収しておられますが、 

                   まだ半分以上は捨てられています。あなたもぜひお近くの回収ステー 

                                     ションにお持ち下さい。 

                                            ? ? ?   ク イ ズ   ? ? ? 

                                     トイレットペーパー１ロールを作るのに、 

                                     牛乳パックは何パック必要ですか？  

                                      

 

答はこのニュースの他の紙面に書かれています。  

（注）参考資料：全国牛乳容器環境協議会ＤＶＤ 

   エコチームＰＪＴ  田原誠一郎 

環境フェア- （１０/３） 

⇑ 長岡京環境
マップを囲んで

市長と懇談。 

省エネ相談 ⇓  

エコチームPJT 

？ 



編集後記：読者のみなさま方から「声」をお寄せ頂ければ、大変に励みになります。私たちはこの歴史のまち 

長岡京市を「環境の都」にしたいとの想いで活動しています。みなさまの「五・七・五」もお寄せ下さい。 

「環境の都づくり会議」では、さらなる活動の飛躍
を期して活動協賛金を募っております。 

協賛金：一口年間1000円（一口以上） あなたも
「長岡京市環境の都づくり会議」に参加してみませ
んか。どなたでも参加できます。連絡、問い合わせ
は上記プロジェクトの連絡先へ下さい。 

環境の都づくり会議のホームページを作りました。 
各ＰＪＴの活動内容と写真などが有ります。 

是非ご覧ください。 
「長岡京市環境の都づくり会議」で検索して下さい。 
アドレス＝ http://kankyonomiyako.jimdo.com/  

トピックス 

★★★ 環境の都づくり会議のプロジェクトと連絡先 ★★★ 
プロジェクト名 内  容 連 絡 先 T E L 

里山再生PJＴ 里山再生 加藤 克巳 951-0933 

環境教育PJＴ 環境教育 西村 日出男 
952-3718 （＝FAX） 

 sun246ra@mbox.kyoto-inet.or.jp 

エコチームPJＴ 地球温暖化防止 田原 誠一郎 953-1696 

ビオトープPJＴ ビオトープ 神山 忠 090-1919-5282  

花を咲かそうPJＴ 花を咲かそう 湯川 智子 952-5505 

竹林再生PJＴ 竹林再生 湯川 圭造 090-8759-1757 

環境の都づくり会議 

代表 
活動全般 江川 宗治 

957-6169 (=FAX) 

  egawam@kyoto.zaq.ne.jp 

 事務所：多世代交流ふれあいセンター内 （〒617-0812  長岡京市長法寺谷山13-1） 

エコチームＰＪＴ 
   クイズ解答  

牛乳パック６パック

でトイレットペ-パ -

１個を作ることが

できます。 

9/6 実施 ⇑京都新聞（2015/9/7)より部分転載 

私たちの暮らしを支える自然を象徴するのが「森」「里」「川」「海」

です。 

これらは互いに影響しあっています、行き過ぎた開発や、利用・管理

の不足等によって大きい歪みが生じたり、質の低下が懸念される状

況が見られたりしています。このような現況を受け、環境省は昨年

12月に『つなげよう、支えよう森里川海プロジェクト』を立ち上げて

います。      （江川） 

第7回 

“環境の都”賞  
★有限会社 長岡美装社 

★長岡京市女性の会 

環境フェア(10/3)で表彰 

どうなる？地球の気候 
国連気候変動枠組条約 

締約国会議（ＣＯＰ） 
●2013 COP19＠ワルシャワ 

●2014 COP20＠リマ 

●2015 COP21＠パリ(11/30-12/11) 
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森里川海 

 プロジェクト 

月 　　　共  通 環境教育 里山再生・西山F環境探検隊 　　ビオトープ 竹林再生 エコチーム（地球温暖化防止等） 花いっぱい、まちあるき、広報、等

11 森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（11/1、15） 竹炭焼き(11/10) 竹林整備活動(11/2,16,30) エコチームMe(11/17) 環都ニュース発行(11/1)

環都月例会議（11/10)－司会 湯川 環境教育Me(11/26) 農業祭（11/22） すくすく教室炭焼・六小(11/14) 《3P合同連絡会11/19》 第十小学校すくすく教室(11/21) 西山体育館・緑サポ(11/)

X'マス リース教室(11/28) 竹炭焼き(11/24) すくすく教室神小（金ヶ原/21) 神足小学校すくすく教室(11/26)

12 環都月例会議（12/8)－司会 湯川 森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（12/6） 竹炭焼き(12/8),すくすく教室四小(/12) 竹林整備活動(12/7,14,21) 第六小学校悠友遊活動(12/12)

 京都環境フェスティバル（12/12-13) 森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（12/20） ビオ・竹・花合同忘年会(12/21) 《3P合同連絡会12/16》 エコチームMe(12/15) 西山体育館・緑サポ(12/)

竹炭焼き(12/22) 正月飾り作り講習会（12/26）

1 森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（1/） すくすく教室炭焼・三小(1/9) 竹林整備活動(1/13,18) 第十小学校すくすく教室 環都ニュース発行(1/1)

環都新年会兼月例会議（1/12) 環境教育Me(1/21) 竹林整備活動（1/） 竹炭焼き(1/12) 神足小すくすく教室（１/）

竹炭焼き(1/26) エコチームMe(1/)


